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超高速コンバータ 
ADC08xxx ファミリの較正

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

1.0 はじめに
ギガサンプルA/DコンバータのADC08xxxxファミリ (例え
ばADC08D1500)には最先端の自己較正回路が内蔵されてい
ます。この機能は広い温度範囲にわたって高い性能を誇る
本デバイスにおいて重要な役割を担っています。このアプ
リケーション・ノートでは自己較正機能の使い方について
概要を説明します。なお、デバイスのデータシートには自
己較正機能の詳細がさまざまな観点から記載されています
ので、必ず一読してください。

2.0 自己較正の概要
規定の性能を維持するには較正が不可欠であることから、
デバイスはパワーアップごとに自己較正を実行します。ま
た、必要に応じてコマンドをデバイスに発行することで、
自己較正を実行させることもできます。一般にマニュアル
での自己較正は、システムの温度がシステム設計が行われ
た温度からある範囲を超えて変化したときに実行します。
性能に影響を与える要因は結局のところはデバイス自身の
温度ですから、外部温度センサに接続してデバイス温度を
モニタできるように、オンチップ・ダイオードを搭載して
います。なお、温度測定には LM95221 ( または同等の )温 
度センサを推奨します。

パワーアップ較正とコマンド較正のいずれも、CLK周波数
とデバイス品種にもよりますが、較正プロセスの完了まで
に 1 ～ 2 ミリ秒を要します ( このアプリケーション・ノー
ト記載のすべてのパラメータについては各デバイスのデー
タシートを参照してください )。また、パワーアップ時に限
られますが、自己較正プロセスの開始前に遅延が挿入され
ます。遅延はユーザー設定によって短め (数十 ms)か長め 
(数秒 )を選択することができます。遅延を挿入する目的は、
電源や他の変動要素が安定するまでの時間を確保すること
です。なお、長めの遅延は、デバイスの動作を拡張制御モー
ド (シリアル・インタフェースを介した設定機能 )に設定し
たときは利用できません。また、デバイスの遅延カウンタ
はクロック入力が有効になってはじめて開始されることに
も注意してください。

CalRunピンはデバイスが自己較正中か通常動作中であるか
を示します。

3.0 自己較正の実行
最初に認識すべき点は、自己較正はデバイスの「通常」動
作の一部であって不可分であるということです。したがっ
て、デバイスの動作条件はできるだけで安定でなければな
らず、しかも較正中は「通常」のシステム条件にできるだ
け近くなければなりません。すなわち、電源、温度、およ
びすべての入力は、データシートの「動作定格」セクショ
ン記載の動作条件の範囲内にあって、かつ、安定していな
ければならないことを意味します。次に、較正精度を高め
るために、動作条件はできるだけ実動作状態に近くなけれ
ばなりません。

動作条件の安定にはある程度の時間が必要となるはずで
す。1 ～ 2 秒程度から数十秒の範囲になると考えられるシ
ステムに必要な遅延時間は設計者が見積もります。セク
ション 2 で述べたようにデバイスは較正遅延機能を備えて
います。さらに長い遅延が必要な場合は、CALピンを使っ
て較正サイクルの開始を遅らせることができます。その制

御方法は、CALピンをパワーアップ中に Highにしたあと、
遅延が必要な期間にわたってそのままHighに保持し続けま
す。CAL入力が規定長さにわたって Lowになり、さらに規 
定長さにわたって Highになるまで、パワーアップ較正サイ
クルは実行されません。CAL入力のタイミング要件は、デー
タシートの「電気的特性」の表に tCAL_Lおよび tCAL_H とし 
て記載されています。この制御方法は較正の実行を遅らせ
るほかは、デバイスの挙動には影響を与えません。較正の
開始はCAL入力を用いることでこのように遅らせることが
できますが、適切な性能が必要となる時点までにパワー
アップ較正が実行されていなければなりません。

環境条件 (電源と温度 )の安定以外に、できるだけ精度の高
い較正を得るために、デバイス周辺の動作状態も安定して
いなければなりません。以下に具体的な要件を示します。

• クロック入力が安定していること(DCLK_RSTを実行し
ないことを含む )。

• アナログ入力が有効 (*)な範囲にあること。ただし周波
数は重要ではなく DCでもよい。

• 較正の実行中に制御設定や構成設定を変えないこと。

• ADC08D500/1000/1500とADC08500/1000/1500の各ファミ
リでは、デバイスは通常モード (DESモードではなく )に
あること。ただし、この制約は新しい ADC08D1020/1520
と ADC083000/B3000には適用されない。

• 制御レジスタをアクセスしないこと。ただし SCLK は
アクティブでも構わない。

• 較正の開始時点でデバイスがパワーダウン・モードにな
いこと。また、較正の実行中にパワーダウン・モードに
移行させないこと。

• ADC083000および ADC08B3000のみ、クロック位相調
整機能を使用する場合には、この機能をイネーブルにし
た後、RTD ビットの設定を維持して、較正中も DCLK
を継続的に出力するようにします。

*「有効」とは、入力が「動作定格」セクションに規定さ
れる範囲内にあることを意味します。

4.0 自己較正中のデバイスの挙動
較正サイクル中、デバイスは、信号処理パスが中断される
ほか、いくつかの挙動変化が生じます。

1. デジタル出力はディスエーブルになります。

2. 一部のデバイス・ファミリでは、DCLK 出力もディス
エーブルになります。

デバイスの DCLK出力は、一般に、データのキャプチャの
みを目的とする信号です。DCLK 出力がディスエーブルに
なるということは、後段にある ASIC/FPGA デバイスは、
DCLK をキャプチャ以外の目的でクロックとして使用して
はならないことを意味します。ただし、DCLK 信号を汎用
クロックとして使用することが不可欠なアプリケーション
に対応して、ファミリの新しいデバイスでは、較正中も
DCLKを継続的に出力する設定が可能です。ただし、DCLK
を較正中もイネーブルにするとアナログ入力終端抵抗
(Rterm)は較正されず、Rtermの精度はわずかに低下します。
すなわち、この方法はパワーアップ較正ではなく、その後
に行うコマンド較正でのみ使用してください。
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ADC08D1020/1520および ADC083000/B3000では、Extended
Configurationレジスタ 内の RTD (レジスタ・トリム・ディ
スエーブル )ビットで、較正中に DCLKを停止するかどう
かを設定します。このビットのパワーオン・デフォルトは、
較正中に DCLK 出力をディスエーブルし、かつ、Rterm の
トリミングを実行するように設定されています。パワーオ
ン較正時はこのビットはデフォルトのまま使用しなければ
なりませんので、較正中に DCLKが停止することを想定し
ておく必要があります。その後のコマンド較正で較正サイ
クル中に DCLK出力を維持する場合に、このビットをセッ
トします。入力終端抵抗が最低でも 1 回はトリミングされ
るように、RTDビットをディスエーブルにして、少なくと
も 1 回の較正が行われるようにしなければなりません。 較
正動作はそれ自体で制御レジスタに再書き込みしたり、何
らかの値を調整したりする必要はありません。 また、複数
のデバイスを使用するシステム設計で、DCLK_RSTによっ
て同期をとっている場合、較正サイクルで再度同期を実行
する必要はありません。

5.0 性能への影響
デバイスの性能は、測定時の動作条件下でデバイスが正し
く較正された状態で、データシート記載のとおり保証され
ます。通常の回路と同じく、較正後に環境条件が変化する
と、デバイスの性能はある程度低下します。較正後に性能

に影響を与えるシステム・パラメータは一般に温度です。
温度変化がある値を超えたらコマンドによる自己較正を実
行する必要があります。この変化幅は設計過程で設計者が
定めます。ナショナル セミコンダクターは、温度変化に対
して、較正を実行しないことによるデバイス性能の低下量
は保証しません。ただし限られたデータから、参考となる
であろう以下のような傾向が観測されています。

1. 55℃ (ダイ温度が 45℃から 100℃ )の温度変化によっ
て、デバイスの ENOB性能は 0.35ビット低下します。

2. 80℃ (ダイ温度＋20℃から＋105℃ )の温度変化によっ
て、2%のゲイン誤差が生じます。

3. 較正中の DCLK 出力がイネーブルに設定され、かつ、
パワーオン較正以降にRtermが較正されていない場合、
120℃ (ダイ温度 0 ℃から +120 ℃ )の温度変化によっ
て、Rtermは温度変化のみを原因として 1%変動します。

これらの限られたデータから、自己較正を行うべき妥当な
温度変動幅は最大で 20℃から 30℃と見込まれます。

6.0 まとめ
自己較正は 8ビット ADCのギガサンプル・ファミリにおい
てきわめて有効な機能です。広い温度範囲にわたって高い
性能が維持されるため、ユーザーの自由度が広がります。
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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